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 STUDENT LIFE
 週刊NY生活・アメリカの学校紹介と学生ライフのページ

　
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
日
米
協

会
主
催
の
﹁
日
本
語
フ
ィ
ラ
コ

ン
︵
正
式
名
・
日
本
語
フ
ィ
ラ

デ
ル
フ
ィ
ア
・
コ
ン
テ
ス
ト
︶﹂

が
3
月
18
日
、
ハ
バ
フ
ォ
ー
ド

大
学
で
行
わ
れ
た
。
フ
ィ
ラ
デ

ル
フ
ィ
ア
近
郊
で
日
本
語
を
学

ぶ
中
学
や
高
校
生
を
対
象
と
し

た
﹁
日
本
語
の
ク
イ
ズ
大
会
﹂

で
、C

ovid-19

に
よ
る
オ
ン

ラ
イ
ン
で
の
開
催
を
経
て
、
今

回
は
3
年
ぶ
り
に
対
面
で
開
催

し
た
。
今
年
度
は
記
念
す
べ
き

20
周
年
目
の
イ
ベ
ン
ト
で
あ

り
、
過
去
最
高
と
な
る
１
０
０

人
ほ
ど
の
学
生
が
参
加
し
た
。

　
学
生
た
ち
は
日
本
語
の
習
得

レ
ベ
ル
で
グ
ル
ー
プ
が
分
か

れ
、
語
彙
、
歴
史
、
文
化
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
の
﹁
日

本
に
関
す
る
ク
イ
ズ
﹂に
答
え
、

日
頃
の
日
本
語
学
習
の
成
果
を

披
露
し
合
っ
た
。
ど
の
教
室
も

元
気
な
声
が
飛
び
交
い
、
ワ
イ

ワ
イ
と
活
気
に
溢
れ
る
時
間
と

な
っ
た
。学
生
た
ち
か
ら
は﹁
頭

を
使
っ
て
疲
れ
た
け
ど
、
す
ご

く
楽
し
か
っ
た
﹂﹁
違
う
学
校

に
新
し
い
友
だ
ち
が
で
き
た
﹂

﹁
面
白
か
っ
た
か
ら
来
年
も
絶

対
に
来
た
い
﹂
等
の
声
が
聞
か

れ
た
。
後
半
に
行
っ
た
﹁
文
化

体
験
タ
イ
ム
﹂
で
は
﹁
お
箏
﹂

に
つ
い
て
学
ん
だ
後
、
ゲ
ス
ト

演
奏
者
に
よ
る﹁
十
段
の
調
べ
﹂

を
堪
能
し
、
和
や
か
な
雰
囲
気

で
会
を
締
め
く
く
っ
た
。

　﹁
日
本
語
フ
ィ
ラ
コ
ン
﹂
へ

の
参
加
は
、
日
本
語
教
育
を
行

っ
て
い
る
中
学
・
高
校
か
ら
の

申
し
込
み
だ
け
で
な
く
、
プ
ラ

イ
ベ
ー
ト
で
勉
強
し
て
い
る
学

生
も
可
能
。
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ

ア
日
米
協
会
は
、
日
本
語
を
通

じ
た
つ
な
が
り
の
場
と
な
る
こ

の
イ
ベ
ン
ト
を
毎
年
春
に
提
供

し
て
い
く
予
定
。

日
本
語
コ
ン
テ
ス
ト
開
催

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
日
米
協
会

　
プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学
校

︵
濟
藤
和
彦
校
長
︶
は
３
月
19

日
、
４
年
ぶ
り
に
対
面
で
の
卒

園
式
・
卒
業
式
を
行
っ
た
。
幼

稚
園
部
の
卒
園
式
で
は
、
年
長

ば
ら
組
19
人
が
名
前
を
呼
ば
れ

る
と
﹁
は
い
！
﹂
と
返
事
を
し
、

緊
張
感
を
見
せ
な
が
ら
も
練
習

し
て
き
た
通
り
お
辞
儀
を
し

て
、
和
田
幼
稚
園
部
部
長
か
ら

卒
園
証
書
を
受
け
取
っ
た
。
幼

稚
園
で
の
思
い
出
を
振
り
返
る

言
葉
や
歌
を
披
露
し
た
後
は
、

一
人
ず
つ
﹁
画
家
﹂﹁
先
生
﹂﹁
消

防
士
﹂﹁
サ
ッ
カ
ー
選
手
﹂
な

ど
将
来
の
夢
を
元
気
よ
く
発
表

し
た
。
最
後
は
参
列
者
全
員
で

﹁
ビ
リ
ー
ブ
﹂
を
合
唱
し
な
が

ら
、
保
護
者
は
に
こ
や
か
に
、

ま
た
目
を
潤
ま
せ
な
が
ら
成
長

し
た
子
供
た
ち
を
見
つ
め
、
会

場
全
体
が
暖
か
い
空
気
に
包
ま

れ
て
い
た
。

　
引
き
続
き
行
わ
れ
た
卒
業
式

で
は
、補
習
校
部
の
卒
業
生︵
小

学
部
16
人
、
中
学
部
４
人
、
高

等
部
８
人
︶は
濟
藤
校
長
か
ら
、

プ
リ
ン
ス
ト
ン
コ
ー
ス
の
卒
業

生
︵
14
人
︶
は
リ
ー
教
育
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
と
モ
イ
ヤ
ー
デ
ィ
レ

ク
タ
ー
か
ら
卒
業
証
書
を
受
け

取
っ
た
。
式
辞
と
祝
辞
お
よ
び

各
種
表
彰
に
次
い
で
行
わ
れ
た

﹁
卒
業
生
の
言
葉
﹂
で
は
、
そ

れ
ぞ
れ
が
将
来
の
夢
や
日
本
語

学
校
の
色
々
な
思
い
出
を
語
っ

た
。
特
に
印
象
的
だ
っ
た
の
は

﹁
平
日
の
現
地
校
に
加
え
て
週

末
に
日
本
語
学
校
へ
通
う
こ
と

を
最
初
は
負
担
に
感
じ
て
い
た

も
の
の
、
先
生
や
両
親
、
友
達

の
お
か
げ
で
通
い
続
け
る
こ
と

が
で
き
、
最
後
は
自
分
た
ち
に

と
っ
て
か
け
が
え
の
な
い
場
所

に
な
っ
た
﹂
と
い
う
卒
業
生
の

言
葉
だ
っ
た
。
最
後
に
参
加
者

一
同
で
﹁
蛍
の
光
﹂
を
斉
唱
し

た
。

プ
リ
ン
ス
ト
ン

日
本
語
学
校
で
卒
業
式
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